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毎
年
七
月
は
、「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
。

　

平
成
二
八
年
中
の
県
内
に
お
け
る
非

行
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員
は
五
八
九
人

（
前
年
比
四
五
人
増
）と
七
年
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
た
も
の
の
、少
年
非
行
が
多

か
っ
た
昭
和
六
〇
年
こ
ろ
の
約
一
〇
分
の

一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、少
年
非
行
の
九
割
を

占
め
る
刑
法
犯
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員

に
お
け
る
再
犯
者
率
は
、三
四
・
六
％
と

過
去
一
〇
年
間
で
最
高
を
記
録
し
た
ほ

か
、人
口
比
で
は
成
人
に
比
べ
引
き
続
き

高
い
水
準
に
あ
り
、少
年
を
取
り
巻
く
非

行
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、被
害
の
状
況
に
つ
い
て
も
、児

童
ポ
ル
ノ
事
件
の
被
害
児
童
数
が
全
国

で
過
去
最
多
を
記
録
す
る
等
、少
年
が
被

害
と
な
る
性
犯
罪
事
件
が
後
を
た
ち
ま

せ
ん
。加
え
て
繁
華
街
を
有
す
る
大
都
会

で
は
、女
子
高
生
等
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
、会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
せ
る
な
ど

の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
物
と
す
る
、い

わ
ゆ
る「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」が
登
場
し
、ア

ル
バ
イ
ト
感
覚
の
安
易
な
気
持
ち
か
ら

性
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、夏
休
み
を
迎
え
、解
放
感

水
や
山
の

　 

事
故
を

  

防
ぎ
ま
し
ょ
う

水
や
山
の

　 

事
故
を

  

防
ぎ
ま
し
ょ
う

か
ら
少
年
た
ち
の
気
が
緩
み
が
ち
に
な

る
こ
の
時
期
に
、家
庭
、学
校
、地
域
及
び

警
察
が
一
丸
と
な
り
、青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。警

察
で
は
、「
非
行
少
年
を
生
ま
な
い
社
会

づ
く
り
」を
目
指
し
、県
民
の
皆
様
方
と

連
携
し
て
、次
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

　

県
民
の
皆
様
方
が
、青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
、健
全
育
成
及
び
有
害
環
境
の

浄
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
広

報
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

②
有
害
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

　

事
業
者
等
に
対
し
て
、未
成
年
者
へ
の

酒
類
・
た
ば
こ
販
売
等
の
防
止
、青
少
年

の
深
夜
立
入
制
限
の
要
請
等
、青
少
年
を

取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
活
動
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、青
少
年
を
有
害
情
報
か
ら
守
る

た
め
、
児
童
が

使
用
す
る
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
導
入
や
家
庭

で
の
携
帯
電
話

等
利
用
の
マ

○
水
難
事
故
の
防
止

　

栃
木
県
内
で
は
、平
成
二
八
年
中
に

九
件
十
一
名
の
水
難
事
故
が
発
生
し
、六

名
が
亡
く
な
り
一
名
が
負
傷
し
ま
し
た
。

特
に
、七
月
か
ら
八
月
の
夏
の
間
に
は
、

四
件
六
名
の
水
難
事
故
が
発
生
し
、そ

の
内
二
名
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
年
の
発
生
傾
向
を
見
る
と

九
件
中
八
件
が
川（
一
件
は
プ
ー
ル
）で

発
生
し
、多
く
が
魚
釣
り
中（
投
げ
網
を

含
む
）や
、水
遊
び
中
の
事
故
で
す
。

　

夏
の
暑
い
時
期
は
、水
に
親
し
む
機

会
が
増
え
ま
す
が
、川
で
魚
釣
り
や
水

遊
び
を
す
る
際
は
、特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

七
月
一
日（
土
）〜
七
月
三
一
日（
月
）

ナ
ー
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

③
地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活
動

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
少
年
指

導
委
員
、学
校
等
関
係
機
関
、地
域
住
民

と
連
携
し
、未

成
年
者
の
飲

酒
や
喫
煙
、深

夜
は
い
か
い

な
ど
の
不
良

行
為
の
早
期

発
見
、補
導
活

動
に
努
め
ま

す
。

④
各
種
相
談
の
充
実
強
化

　

少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

し 

、適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
学

校
へ
の
出
張
相
談
室「
あ
し
た
ル
ー
ム
」の

開
設
や
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー「
ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン
」に
よ
り
、少
年
や
保
護
者
が
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

水上パトロールの実施状況
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水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
胴
付
長
靴
は
、川
で
転
倒
す
る
と
足
が

浮
き
上
が
り
、中
に
水
が
入
っ
た
り
し
て

危
険
で
す
。安
全
な
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ

や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。 

・
子
ど
も
の
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、子

ど
も
だ
け
で
の
魚
釣
り
や
水
遊
び
は
さ

せ
ず
、必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
、目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
遊
泳
禁
止
」の
立
て
看
板
が
設
置
さ

れ
た
場
所
で
は
、絶
対
に
水
遊
び
や
水

泳
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
で
水
遊
び
な
ど
を
し
て

い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、声
を
か

け
て
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
川
の
上
流
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
大
雨

が
降
る
と
、雨
の
降
っ
て
い
な
い
下
流
で

も
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

気
象
の
変
化
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

○
山
岳
事
故
の
防
止

　
栃
木
県
内
で
は
、平
成
二
八
年
中
に

三
六
件
三
九
名
の
山
岳
事
故
が
発
生

し
、八
人
が
亡
く
な
り
二
三
名
が
負
傷

し
ま
し
た
。

　
七
月
か
ら
八
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
で

は
、七
件
の
山
岳
事
故
が
発
生
し
、い
ず

れ
も
が
登
山
や
山
菜
採
り
中
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
山
の
事
故
の
主
な
原
因
は
、滑
落
、転

倒
、道
迷
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
山
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。　
　      

 

・
登
山
す
る
山
の
実
態
や
登
山
ル
ー
ト

等
を
事
前
に
よ
く
調
べ
、各
自
の
経
験
、

技
術
、体
力
に
応
じ
た
山
を
選
び
、無
理

の
な
い
日
程
を
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
登
山
計
画
書（
日
程
や
ル
ー
ト
、連
絡

先
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で
、様
式
は

自
由
）を
警
察
や
山
岳
会
等
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、家
族
等
に
も
登
山
の
予

定
日
時
や
コ
ー
ス
を
知
ら
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
単
独
で
の
登
山
は
、ケ
ガ
を
し
た
時
に

救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
の
で
、で
き
る
だ
け
複
数
で
登

り
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
や
無
線
機
等
の
通
信
手
段

を
は
じ
め
、食
料
、防
寒
具
、予
備
バ
ッ

テ
リ
ー
等
充
分
な
装
備
を
携
行
し
て
日

暮
れ
前
に
は
下
山
し
ま
し
ょ
う
。

・
悪
天
候
時
に
は
、無
理
を
せ
ず
登
山
を

中
止
し
た
り
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

　
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
と
警
察
本

部
・
防
犯
協
会
で
は
、去
る
六
月
二
一
日

（
水
）二
荒
会
館
で
行
わ
れ
た「
設
置
者
・

園
長
経
営
研
修
会
」に
お
い
て
、幼
児
の

安
全
対
策
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、園
長
先

生
の
経
営
研
修
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

防
犯
・
交
通
の
幼
稚
園
安
全
対
策
を
組

み
入
れ
た
も
の
で
す
。

  
ミ
ニ
講
習
会
で
は
、警
察
本
部
生
活
安

全
企
画
課
の
渡
邊
補
佐
、交
通
企
画
課

の
高
山
係
長
、当
防
犯
協
会
の
永
嶋
事

務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、子
供
達
の
防

犯
、交
通
に
関
す
る
安
全
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、園
長
先
生
を
は
じ
め

関
係
者
の
方
々
へ
の
協
力
依
頼
を
行
い

ま
し
た
。

　
六
月
六
日（
火
）、宇
都
宮
市
の「
さ
く

ら
ん
ぼ
幼
稚
園
」の
園
児
と
先
生
三
八

名
が
栃
木
県
防
犯
協
会
を
訪
れ
、職
員

に
対
し
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
同
園
で
は
、毎
年「
花
の
日
」に
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に
花

を
贈
り
、感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と

に
し
て
お
り
、こ
の
日
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。当
協
会
で
は
、幼
児
誘
拐
防
止

係
の
樋
口
指
導
員
が
、心
を
こ
め
て
作
っ

た「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
色
紙
」と「
折
り
紙
の

コ
マ
」を
お
礼
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
研
修
会
時
に

幼
児
安
全
対
策
講
習
会
を
実
施

栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
研
修
会
時
に

幼
児
安
全
対
策
講
習
会
を
実
施

「
花
の
日
」

幼
稚
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
花
の
日
」

幼
稚
園
児
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

山岳遭難救助訓練の実施状況
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栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会

連
合
会
定
例
理
事
会
の
開
催

改
正
個
人
情
報
保
護
法
に

伴
う
自
転
車
防
犯
登
録
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

個人情報保護法の5つの基本チェックリフト

平
成
二
九
年
度

　
栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会
連
合
会
は
、

去
る
六
月
九
日（
金
）警
察
本
部
会
議
室
に

お
い
て
、平
成
二
九
年
度
定
例
理
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、五
十
嵐
会
長
、警
察
本
部

福
原
生
活
安
全
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

生
活
安
全
企
画
課
の
鈴
木
課
長
補
佐
か
ら

「
県
内
の
治
安
情
勢
と
地
域
安
全
活
動
の

推
進
状
況
」に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、特
殊

詐
欺
や
自
動
車
盗
の
実
態
な
ど
具
体
的
な

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、討
議
・
意
見

交
換
で
は
、「
今
後
の
防
犯
連
絡
所
の
運
営

に
関
す
る
課
題
」に
つ
い
て
、活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、今
年
度
は
役
員
の
改
選
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　【
役
員
】

　
会
　
長
　 

五
十
嵐
　
　
　
弘
　

　
副
会
長    

峰
　
岸
　
和
　
正

　
　
　
　
　 

鈴
　
木
　
義
　
惠

　
　
　
　
　 

永
　
島
　
信
　
男

　
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、平
成
二

九
年
五
月
三
〇
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
法
で
は
、従
来
五
、〇
〇
〇
人
以
上

の
個
人
情
報
を
保
有
す
る
事
業
所
に
適
用

さ
れ
て
い
た
同
法
律
が
、今
後
は
人
数
に
関

係
な
く
、す
べ
て
の
販
売
店
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

  

自
分
の
会
社
・
店
が
お
客
様
や
従
業
員
の

個
人
情
報
を
適
切
に
扱
っ
て
い
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

鹿
沼
市
防
犯
協
会

鹿
沼
市
防
犯
協
会

地 区 防 だ より
「自転車ツーロック」の推奨広報

真
岡
地
区
防
犯
協
会

真
岡
地
区
防
犯
協
会

1　個人情報を取得する時のルール
　  個人情報を取得する際、何の目的で利用されるかご本人に
　  伝わっていますか？
2　個人情報を利用する時のルール
　 取得した個人情報を決めた目的以外のことに使っていませんか？
3　個人情報を管理する時のルール
　 取得した個人情報を安全に管理していますか？
4　個人情報を他人に渡す時のルール
　 取得した個人情報を無断で他人に渡していませんか？
5　本人から個人情報の開示を求められた時のルール
　「自分の個人情報を開示してほしい」とご本人から言われて、   
　 断っていませんか？

　鹿沼市防犯協会では、5月30日
（火）、ＪＲ鹿沼駅において自転車の
盗難防止に役立てていただこう
と、鹿沼警察署と合同で自転車利
用客に当協会で用意したワイ
ヤーロックを配布しながらツー

ロック推奨の広報啓発活動を実施しました。
　この際併せて、家族、知人等にもツーロックの輪を広げてもら
う広報もしました。

「真岡地区防犯協会総会」等を開催

　平成29年度「真岡地区防犯協会
総会」及び「真岡地区暴力団追放
対策協議会総会」を合同で行いま
した。総会では、地域安全活動の
推進と一層の定着化を図るとと
もに、各市町民の防犯意識の高揚
と活動の重要性を広めることを
確認しました。また、犯罪のない安全で住みよい地域社会づくり
を目指し、各団体と緊密に連携していくことも確認しました。

助ける仕事なの？

木
村 

晃
代
作

連載マンガ 「カメ子ちゃん」
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